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二
〇
一
九
年
度 
研
究
発
表
会　
発
表
要
旨
条
支
と
神
龍
乾　
　
　
源　
俊
　
李
白
先
祖
流
謫
の
地
を
李
陽
冰
「
草
堂
集
序
」
は
「
条
支
」、
范
伝
正
「
唐
左
拾
遺
翰
林
学
士
李
公
新
墓
碑
序
」
は
「
砕
葉
」
と
す
る
。「
砕
葉
」
は
玄
奘
三
蔵
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
「
素
葉
水
城
」
と
し
て
見
え
る
。「
条
支
」
は
『
史
記
』
大
宛
伝
に
、
張
騫
が
使
い
し
た
大
月
氏
の
西
数
千
里
に
あ
る
安
息
国
、
そ
の
さ
ら
に
西
数
千
里
に
あ
る
国
と
し
て
名
が
見
え
る
。「
安
息
在
大
月
氏
西
可
数
千
里
。
…
…
条
枝
在
安
息
西
数
千
里
、
臨
西
海
」。
張
騫
が
実
見
し
た
の
は
大
宛
や
大
月
氏
、
ほ
か
大
夏
と
康
居
ま
で
。
そ
の
先
は
伝
聞
に
か
か
り
、
安
息
国
は
と
も
か
く
、
条
支
国
に
つ
い
て
は
相
応
に
不
確
か
な
情
報
と
な
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
李
陽
冰
が
こ
の
地
名
を
用
い
る
の
は
、『
史
記
』
が
続
け
て
「
安
息
長
老
伝
聞
、
条
枝
有
弱
水
・
西
王
母
、
而
未
嘗
見
」
と
記
す
の
に
よ
る
だ
ろ
う
。
司
馬
貞
索
隠
引
く
『
玄
中
記
』
に
「
天
下
之
弱
者
、
有
崑
崙
之
弱
水
、
鴻
毛
不
能
載
也
」、『
括
地
図
』
に
「
崑
崙
弱
水
非
乗
龍
不
至
。
有
三
足
神
烏
、
為
王
母
取
食
」
等
に
よ
れ
ば
、
条
支
は
崑
崙
・
弱
水
の
あ
る
神
仙
に
ゆ
か
り
の
地
と
目
せ
ら
れ
る
。
李
白
一
家
を
そ
う
し
た
伝
説
に
彩
ら
れ
た
土
地
か
ら
の
帰
還
者
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
出
生
を
老
子
に
な
ぞ
ら
え
る
の
と
お
な
じ
意
図
に
基
づ
く
、
と
言
え
そ
う
だ
。
し
か
し
李
陽
冰
の
用
意
は
も
う
少
し
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
張
騫
に
よ
る
上
述
の
情
報
は
漢
の
武
帝
を
第
一
の
受
け
手
と
し
て
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
武
帝
の
崑
崙
山
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
　
福
永
光
司
「
道
教
に
お
け
る
天
神
の
降
臨
授
誡
」（『
道
教
思
想
史
研
究
』）
は
、
天
神
と
し
て
の
太
上
老
君
が
崑
崙
山
を
根
拠
地
と
し
て
い
る
こ
と
、
龍
や
虎
を
昇
降
の
手
段
と
す
る
こ
と
に
言
及
し
、
起
源
を
漢
の
武
帝
の
太
一
神
祭
祀
と
崑
崙
山
信
仰
に
見
い
だ
し
て
い
る
。「
…
…
崑
崙
山
に
神
霊
が
集
ま
り
、
上
帝
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太
一
の
天
神
が
こ
の
山
に
居
所
を
置
き
、
得
道
の
神
人
真
仙
が
ま
た
そ
こ
に
集
止
す
る
と
い
う
思
想
信
仰
は
、
…
…
そ
の
源
流
も
し
く
は
原
型
を
漢
の
武
帝
の
上
帝
太
一
神
の
祭
祀
と
そ
れ
に
密
接
な
関
連
を
も
つ
崑
崙
山
の
神
仙
信
仰
に
跡
づ
け
る
の
が
、
最
も
適
切
で
あ
ろ
う
」。
　
武
帝
の
不
老
長
生
実
現
へ
の
試
み
は
、
書
物
に
記
さ
れ
た
崑
崙
が
、
張
騫
の
報
告
に
よ
り
現
実
に
存
在
す
る
こ
と
の
確
か
な
消
息
を
得
、
ま
た
「
天
馬
」
の
将
来
に
よ
っ
て
現
実
味
を
帯
び
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
検
証
は
し
ば
ら
く
措
く
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
秦
の
始
皇
帝
は
渤
海
中
に
三
神
山
を
捜
求
し
、
不
老
長
生
の
薬
を
得
よ
う
と
試
み
た
。
漢
の
武
帝
は
東
方
に
は
秦
始
皇
の
跡
を
踏
む
一
方
で
、
西
方
に
神
仙
集
い
登
僊
の
基
地
と
な
る
崑
崙
を
求
め
た
。「
条
支
」
の
名
は
、
そ
の
向
こ
う
に
聖
な
る
山
の
存
在
を
描
い
て
不
老
長
生
を
希
求
し
た
人
主
の
像
を
呼
び
起
こ
す
。
李
白
あ
る
い
は
そ
の
意
を
受
け
た
李
陽
冰
が
わ
ざ
わ
ざ
選
ん
で
詩
人
の
故
地
と
し
た
の
も
、
お
な
じ
希
望
を
も
ち
な
が
ら
こ
の
ほ
ど
遷
化
し
た
玄
宗
の
像
を
、
こ
れ
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
準
備
す
る
た
め
で
は
あ
る
ま
い
か
。
玄
宗
の
こ
と
を
も
ち
だ
す
伏
線
と
し
て
武
帝
の
故
事
が
暗
に
踏
ま
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
　
こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
一
家
が
帰
還
し
た
の
が
唐
が
国
号
を
復
し
た
「
神
龍
」
初
と
い
う
の
も
、
偶
然
と
す
る
に
は
で
き
す
ぎ
た
話
に
見
え
て
く
る
。
隴
西
李
氏
に
し
て
涼
武
昭
王
九
世
孫
、
太
白
の
精
と
称
し
出
生
は
老
子
に
似
る
。
一
家
は
条
支
に
謫
居
し
「
神
龍
」
に
帰
還
し
た
。
記
述
の
真
偽
に
い
ち
い
ち
嫌
疑
が
掛
け
ら
れ
る
な
か
、
帰
蜀
の
年
号
の
み
真
実
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
そ
れ
を
傍
証
す
る
よ
う
な
、
他
資
料
に
よ
る
裏
づ
け
は
な
い
。
范
伝
正
序
が
基
づ
く
伯
禽
手
疏
の
情
報
源
も
李
白
本
人
、
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
西
域
出
生
説
の
論
拠
は
明
白
な
事
実
と
は
な
ら
ず
、
説
の
存
立
自
体
あ
や
し
い
。
議
論
は
ふ
り
だ
し
に
戻
る
。
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
か
。
　
李
陽
冰
序
の
伝
記
記
述
は
、
李
白
が
玄
宗
皇
帝
に
招
か
れ
た
こ
と
を
中
心
に
据
え
、
自
身
の
家
系
を
唐
朝
の
書
き
方
に
な
ぞ
ら
え
、
そ
の
唐
朝
が
先
祖
と
考
え
た
老
子
に
自
身
の
出
生
を
な
ぞ
ら
え
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
自
身
に
よ
っ
て
「
か
く
あ
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り
た
い
と
願
わ
れ
た
」
人
生
の
記
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、
一
家
の
姓
が
李
氏
に
復
す
る
の
は
、
中
宗
の
復
位
に
よ
っ
て
李
唐
が
回
復
し
た
「
神
龍
」
以
降
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
玄
宗
の
世
に
武
周
の
存
在
を
否
定
す
る
施
策
が
な
さ
れ
、
唐
は
ず
っ
と
存
続
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
年
号
は
改
め
よ
う
が
な
い
。「
大
足
」
は
同
年
正
月
三
日
、
成
州
に
仏
迹
が
現
れ
改
元
し
た
と
い
い
、
武
周
政
権
の
正
統
性
を
根
拠
づ
け
る
、
仏
教
の
世
界
観
が
反
映
さ
れ
た
年
号
で
あ
る
。
武
則
天
は
彌
勒
下
生
を
自
称
し
た
。
こ
れ
を
李
白
の
文
集
序
に
書
き
こ
む
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
同
年
十
月
「
長
安
」
に
重
ね
て
改
元
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
年
号
を
ひ
と
つ
後
に
移
し
「
神
龍
」
に
帰
還
し
た
と
す
る
。
こ
れ
に
出
生
と
復
姓
の
記
事
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
り
目
的
は
達
成
さ
れ
る
。
家
系
を
唐
朝
に
な
ぞ
ら
え
た
り
出
生
を
老
子
に
な
ぞ
ら
え
た
り
、
と
い
う
大
掛
か
り
な
処
置
に
く
ら
べ
れ
ば
、
た
や
す
い
。
　
さ
ら
に
、「
神
龍
」
の
語
は
李
白
の
一
生
に
起
こ
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
す
比
喩
と
な
っ
て
い
る
。
一
に
は
、
皇
帝
の
恩
恵
に
浴
し
宮
廷
へ
と
登
る
こ
と
。
二
に
は
、「
条
支
」
の
崑
崙
山
と
呼
応
し
て
、
天
上
世
界
へ
と
登
る
こ
と
。
こ
の
ほ
ど
上
皇
は
こ
れ
に
騎
っ
て
僊
去
し
た
で
あ
ろ
う
。
か
の
黄
帝
の
よ
う
に
。
そ
し
て
自
身
も
い
ま
そ
れ
に
す
が
ろ
う
、
と
い
う
。
黄
帝
が
鼎
を
鋳
、
迎
え
の
龍
に
騎
っ
て
昇
天
し
た
話
は
、
宝
鼎
出
土
の
折
、
い
ま
が
封
禅
の
と
き
で
あ
る
と
し
て
、
斉
人
公
孫
卿
が
漢
の
武
帝
に
説
い
た
。
臣
下
七
十
余
人
が
従
っ
た
が
、
そ
の
他
の
者
た
ち
は
、
す
が
っ
た
ひ
げ
が
抜
け
て
黄
帝
の
弓
と
と
も
に
堕
ち
た
と
、『
史
記
』
封
禅
書
に
見
え
る
。「
…
…
黄
帝
采
首
山
銅
、
鋳
鼎
於
荆
山
下
。
鼎
既
成
、
有
龍
垂
胡
䫇
下
迎
黄
帝
。
黄
帝
上
騎
、
羣
臣
後
宮
従
上
者
七
十
余
人
、
龍
乃
上
去
。
余
小
臣
不
得
上
、
乃
悉
持
龍
䫇
、
龍
䫇
抜
、
堕
、
堕
黄
帝
之
弓
。
百
姓
仰
望
黄
帝
既
上
天
、
乃
抱
其
弓
与
胡
䫇
号
。
…
…
」
　
序
の
記
述
は
、
李
白
が
そ
う
あ
り
た
い
と
願
っ
た
、
詩
人
の
心
の
な
か
で
は
真
実
で
あ
り
、
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
か
っ
た
「
情
実
」
で
あ
る
。
所
謂
客
観
的
事
実
で
は
な
い
と
こ
ろ
を
取
り
違
え
、
年
号
の
み
「
事
実
」
と
見
な
し
た
。
そ
こ
に
認
識
の
恣
意
性
ま
た
は
錯
誤
が
あ
っ
た
。
李
陽
冰
序
に
「
逃
帰
于
蜀
。
復
指
李
樹
而
生
伯
陽
」、
范
伝
正
序
に
「
潜
還
広
漢
。
…
…
公
之
生
也
、
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先
府
君
指
天
枝
以
復
姓
」
と
あ
る
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
一
家
が
帰
還
し
、
李
白
が
生
ま
れ
た
、
と
す
れ
ば
よ
い
。
魏
顥
序
に
は
「
身
既
生
蜀
」
蜀
で
生
ま
れ
た
、
と
あ
る
。
　
李
陽
冰
序
に
お
け
る
記
述
構
成
の
論
理
は
、
家
系
を
唐
王
朝
に
な
ぞ
ら
え
る
べ
く
、
復
姓
を
李
唐
の
回
復
時
に
設
定
、
白
の
出
生
を
結
び
つ
け
、
さ
ら
に
帰
還
を
も
寄
せ
て
「
神
龍
」
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
陳
寅
恪
説
は
、
出
生
が
「
大
足
」
元
年
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
帰
還
が
「
神
龍
」
で
あ
る
こ
と
を
動
か
さ
ず
、
そ
れ
以
前
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
場
所
は
西
域
で
あ
る
、
と
推
し
た
。
発
表
者
の
考
え
は
、
出
生
は
大
足
元
年
、
帰
還
の
時
期
は
不
明
、
復
姓
は
「
神
龍
」
以
降
だ
が
、
序
の
記
述
及
び
范
伝
正
序
に
魏
顥
序
を
も
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
帰
還
、
出
生
、
復
姓
の
順
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
 
（
大
谷
大
学
教
授　
中
国
文
学
）
宗
祇
の
文
学
と
『
名
所
和
歌
抄
出
』
—
典
拠
と
創
作—
赤　
瀬　
知　
子
は
じ
め
に
　
愛
知
県
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
に
『
名
所
和
歌
抄
出
』（
七
〇
函
四
九
号
）
と
題
す
る
上
下
二
冊
の
写
本
が
蔵
さ
れ
る
。
柳
原
家
旧
蔵
本
か
と
目
さ
れ
る
が
「
柳
原
庫
」
の
印
記
は
な
く
、
各
冊
冒
頭
に
「
仁
和
寺
菩
提
院
」
と
い
う
朱
長
角
印
を
有
す
る
。
江
戸
初
期
頃
の
書
写
な
が
ら
、
成
立
年
代
は
十
四
世
紀
頃
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る）1
（
。
こ
の
『
名
所
和
歌
抄
出
』
が
室
町
時
代
の
連
歌
師
宗
祇
の
著
作
や
連
歌
作
品
、
つ
ま
り
は
彼
の
創
作
活
動
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
。
一
、
宗
祇
『
浅
茅
』
と
『
名
所
和
歌
抄
出
』
　
連
歌
学
書
『
浅
茅
』（
金
子
金
治
郎
編
『
連
歌
貴
重
文
献
集
成
』
６
（
勉
誠
社
、
昭
56
）
所
収
の
影
印
に
よ
る
）
は
、
明
応
九
（
一
五
 
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
李
白
、
漢
武
帝
、
唐
玄
宗
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〇
〇
）
年
に
赤
松
家
の
家
臣
で
あ
る
葦
田
友
興
の
取
り
次
ぎ
に
よ
り
、
大
三
島
社
の
関
係
者
か
と
さ
れ
る
越
智
久
通
に
宗
祇
が
書
き
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
実
際
の
連
歌
作
品
に
解
説
を
加
え
た
前
半
部
と
、
名
所
に
関
す
る
和
歌
や
寄
合
語
を
集
め
た
後
半
部
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
後
半
部
を
か
り
に
「
名
所
部
」
と
名
付
け
る
こ
と
に
す
る
。『
浅
茅
』
名
所
部
の
和
歌
や
寄
合
語
の
典
拠
に
つ
い
て
、
従
来
は
そ
れ
ら
に
付
さ
れ
た
集
付
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
浅
茅
』
名
所
部
に
は
計
一
八
七
首
の
名
所
和
歌
と
そ
の
数
倍
の
寄
合
語
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
個
々
の
勅
撰
集
や
百
首
歌
な
ど
か
ら
集
め
る
と
い
う
の
は
、
手
間
の
か
か
る
煩
雑
な
作
業
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
宗
祇
の
身
近
に
、
和
歌
と
と
も
に
寄
合
を
収
め
る
便
利
な
名
所
歌
集
が
あ
っ
て
、
宗
祇
は
そ
れ
を
用
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
こ
で
、『
浅
茅
』
名
所
部
が
中
世
の
名
所
歌
集
に
ど
の
程
度
一
致
す
る
か
を
、
名
所
の
総
数
、
名
所
の
配
列
、
国
々
の
配
列
、
名
所
の
表
記
、
名
所
和
歌
、
寄
合
語
に
つ
い
て
調
査
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
宗
祇
の
『
浅
茅
』
名
所
部
は
、
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
と
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。『
浅
茅
』
名
所
部
に
典
拠
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
ご
く
近
い
も
の
、
よ
く
似
た
名
所
歌
集
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
た
か
い
。
二
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
と
『
名
所
和
歌
抄
出
』
　
宗
祇
『
万
葉
抄
』（
佐
佐
木
信
綱
編
『
萬
葉
學
叢
刊　
中
世
編
』
（
臨
川
書
店
、
昭
47
）
所
収
本
に
よ
る
）
は
『
万
葉
集
』
の
注
釈
書
で
、
文
明
六
（
一
四
七
四
）
年
以
降
同
十
四
年
ま
で
に
成
立
か
と
さ
れ
る
。
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
は
あ
ま
り
一
致
し
な
い
が
、
一
方
、『
万
葉
集
抜
書
』（
渋
谷
虎
雄
『
古
文
献
所
収
万
葉
和
歌
集
成　
室
町
前
期
』（
桜
楓
社
、
昭
59
）
所
収
の
翻
刻
に
よ
る
）
に
一
致
す
る
割
合
は
90
％
を
超
え
て
い
る
。
し
か
し
、
本
文
の
細
か
な
異
同
を
み
る
と
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
が
『
万
葉
集
抜
書
』
に
一
致
せ
ず
『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
一
致
し
て
い
る
場
合
も
み
ら
れ
、
今
後
の
詳
細
な
検
討
が
俟
た
れ
る
。
な
お
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
と
『
名
所
和
歌
抄
出
』
と
で
一
致
す
る
万
葉
歌
が
、『
万
葉
集
』
の
巻
十
二
以
前
に
偏
在
す
る
こ
と
を
指
摘
（赤瀬）　30
し
た
が
、
そ
の
こ
と
は
、
宗
祇
が
『
万
葉
集
』
巻
十
二
以
前
の
万
葉
歌
に
つ
い
て
『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
基
づ
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
も
受
け
取
れ
る
。
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
は
宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
主
要
な
典
拠
で
な
い
に
し
て
も
、
両
者
に
は
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
と
み
る
の
が
妥
当
か
と
思
わ
れ
る
。三
、
宗
祇
の
連
歌
作
品
と
『
名
所
和
歌
抄
出
』
　
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
名
所
「
藤
江
浦
」
に
「
す
す
き
ち
る
」
と
い
う
寄
合
語
が
見
え
る
。
集
付
に
「
万
三
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
『
万
葉
集
』（
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
巻
三
252
を
見
る
と
、「
荒
た
へ
の
藤
江
の
浦
に
す
ず
き
釣
る
海
人
と
か
見
ら
む
旅
行
く
わ
れ
を
」
と
い
う
柿
本
人
麻
呂
の
歌
が
見
え
る
。
歌
意
は
「（
荒
た
へ
の
）
藤
江
の
浦
で
ス
ズ
キ
を
釣
る
海
人
と
見
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
、
旅
行
く
私
を
」。
問
題
と
な
る
の
は
、『
万
葉
集
』
の
「
鱸
（
す
ず
き
）
釣
る
」
が
、『
名
所
和
歌
抄
出
』
で
は
「
薄
（
す
す
き
）
散
る
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、「
鱸
」
は
全
長
一
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
海
産
魚
、
し
か
も
成
長
に
つ
れ
て
名
前
の
変
わ
る
出
世
魚
で
、
『
平
家
物
語
』（
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
の
巻
一
・
鱸
の
「（
平
清
盛
が
）
伊
勢
の
海
よ
り
、
船
に
て
熊
野
へ
参
ら
れ
け
る
に
、
お
ほ
き
な
る
鱸
の
、
船
に
躍
り
入
た
り
け
る
を
」
は
、
平
家
一
門
の
繁
栄
の
予
兆
を
示
す
描
写
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
万
葉
集
』
252
の
「
鱸
（
す
ず
き
）
釣
る
」
に
特
に
祝
意
は
う
か
が
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、「
す
す
き
ち
る
」
は
「（
植
物
の
）
薄
の
穂
が
ほ
う
け
て
飛
散
す
る
」
意
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
宗
祇
以
前
の
和
歌
史
に
お
い
て
「
鱸
（
す
ず
き
）
釣
る
」
と
「
薄
（
す
す
き
）
散
る
」
の
い
ず
れ
が
よ
り
多
く
詠
ま
れ
た
か
を
新
編
国
歌
大
観
で
調
べ
て
み
る
と
、
「
鱸
（
す
ず
き
）
釣
る
」
が
34
例
、「
薄
（
す
す
き
）
散
る
」
が
６
例
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
同
じ
こ
と
を
宗
祇
の
連
歌
作
品
に
つ
い
て
連
歌
大
観
で
見
て
み
る
と
、「
鱸
（
す
ず
き
）
釣
る
」
は
用
例
が
な
く
、「
薄
（
す
す
き
）
散
る
」
は
８
例
が
数
え
ら
れ
た
。
『
老
葉
』
な
ど
に
よ
る
と
「
薄
（
す
す
き
）
散
る
」
は
、
秋
の
夕
べ
や
夜
、
月
光
の
下
、
折
か
ら
の
嵐
に
薄
の
穂
が
ほ
う
け
て
飛
散
す
る
様
子
を
表
す
こ
と
ば
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
宗
祇
が
「
鱸
（
す
ず
き
）
釣
る
」
を
自
ら
の
連
歌
に
ほ
31　（赤瀬）
と
ん
ど
用
い
ず
、
一
方
、「
薄
（
す
す
き
）
散
る
」
を
少
な
か
ら
ず
取
り
入
れ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
宗
祇
は
や
や
即
物
的
な
「
鱸
（
す
ず
き
）
釣
る
」
よ
り
も
、「
薄
（
す
す
き
）
散
る
」
と
い
う
幻
想
的
な
表
現
の
方
を
好
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。「
薄
（
す
す
き
）
散
る
」
を
選
択
し
た
宗
祇
は
、
「
鱸
（
す
ず
き
）
釣
る
」
を
優
位
に
位
置
づ
け
る
従
来
の
万
葉
的
な
和
歌
観
に
、
一
種
の
異
議
を
唱
え
よ
う
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
の
こ
と
は
、
中
世
の
和
歌
史
、
文
学
史
が
宗
祇
に
よ
っ
て
あ
る
屈
折
を
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。四
、『
宗
祇
名
所
和
歌
』
と
『
名
所
和
歌
抄
出
』
　
愛
知
県
刈
谷
市
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
蔵
『
蓬
廬
雑
鈔
』
（
六
二
〇
三
）
第
十
六
冊
に
収
め
ら
れ
る
名
所
歌
集
は
、
一
首
に
い
く
つ
か
の
名
所
を
詠
み
込
ん
で
名
所
を
覚
え
や
す
く
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
首
目
は
「
山
城
や
賀
茂
の
神
山
日
影
山
か
た
岡
た
ゝ
す
貴
船
山
し
な
」
と
計
七
箇
所
の
名
所
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
冒
頭
の
三
首
に
収
め
ら
れ
た
名
所
が
、『
名
所
和
歌
抄
出
』
冒
頭
の
名
所
と
順
序
も
含
め
て
一
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
末
尾
に
は
「
宗
祇
」
の
名
前
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
わ
た
く
し
に
『
宗
祇
名
所
和
歌
』
と
名
付
け
た
。
ま
た
、
同
類
の
名
所
歌
集
が
大
谷
大
学
図
書
館
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
真
宗
大
谷
派
初
代
講
師
の
恵
空
が
十
七
歳
の
折
に
書
写
し
た
『
名
所
尽
』（
外
大
一
一
六
一
）
に
収
め
る
名
所
歌
集
で
、
冒
頭
は
「
山
城
の
加
茂
の
神
山
日
か
け
山
其
神
山
や
又
御
あ
れ
や
ま
砌
」。「
砌
」
と
は
宗
祇
の
連
歌
の
師
で
あ
っ
た
「
宗
砌
」
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
、
か
つ
て
こ
ち
ら
を
『
宗
砌
名
所
和
歌
』
と
わ
た
く
し
に
称
し
た
。
こ
れ
ら
の
書
物
は
宗
祇
や
宗
砌
の
著
作
と
認
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
彼
ら
の
名
前
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
連
歌
師
と
そ
う
し
た
名
所
歌
集
と
の
密
接
な
関
連
を
う
か
が
わ
せ
て
、
き
わ
め
て
興
味
ぶ
か
い
。
む
す
び
　
書
物
に
対
す
る
志
向
も
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
。
書
物
の
体
系
・
読
書
の
体
系
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
が
変
化
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
歴
史
に
置
き
去
ら
れ
た
書
物
、
そ
う
し
た
も
の
に
よ
っ
て
中
世
の
人
び
と
の
最
も
基
礎
的
な
教
養
の
一
画
が
形
成
（赤瀬）　32
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
宗
祇
の
場
合
、
彼
の
用
い
る
名
所
や
歌
枕
観
を
考
え
る
際
、
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
が
不
可
欠
の
資
料
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
は
現
代
で
は
ほ
ぼ
無
名
の
名
所
歌
集
で
あ
る
が
、
宗
祇
は
そ
れ
に
近
い
歌
集
の
読
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
現
代
に
比
べ
人
び
と
の
周
囲
に
は
る
か
に
書
物
の
少
な
か
っ
た
当
時
、
読
ま
れ
た
書
物
と
作
品
と
は
、
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
数
的
に
も
量
的
に
も
膨
大
な
中
世
の
名
所
歌
集
に
つ
い
て
は
、
少
し
ず
つ
伝
本
の
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
わ
た
く
し
に
は
、
右
の
よ
う
な
享
受
史
の
視
点
か
ら
も
、
興
味
ぶ
か
い
世
界
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
注（１
） 　
井
上
宗
雄
「
名
所
歌
集
（
歌
枕
書
）
伝
本
書
目
稿
」（「
立
教
大
学
日
本
文
学
」
16
、
昭
41
・
６
）
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学
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発
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発
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あ
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。
〈
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自
然
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ロ
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と
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キ
ー
ワ
ー
ド
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読
書
、
読
者
論
、
享
受
史
